
会員企業の活動報告

㈲セントラル輸送 様

♪事故防止委員会 ◆群馬県警より11月の危険日
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”反射材　頼れるあなたの　サポーター ”今月の交通標語

有限会社丸昇運輸 様

㈲丸昇運輸
　　（笠井　建志 社長）
　前橋市東片貝町
生鮮青果、一般食料品等を県
内及び京浜・北関東に輸送。

㈲セントラル輸送
　　（福田　壱郎　社長）
　前橋市上沖町（営業所）
2t車を主にチルド・冷蔵・冷凍
食品を群馬県内及び北関東
エリアへ配送。

①11/4(日)・5(月)・6(火)・7(水)

②11/16(金)・17(土)・18(日)

③11/24(土)・25(日)・26(月)

の3回です。▶ｽﾋﾟｰﾄﾞ・車間、夜間、

交差点では特に注意を、また歩行

者・高齢者にしましょう！

師匠の言葉 ”寝ない・食べない・遊ばない”

◆厳しい環境にある輸送業
界。しかし”やり方次第だ”
と福田社長。若々しくｴﾈﾙ
ｷﾞｰに満ち溢れています。
また、先日の事故防止総
決起大会では、進行中も積
極的に役割を遂行して戴き、
責任感の強さを感じました。
有難うございました。

① 11/10(土 )9:00～ 12:00　前
橋消防局・南署で第2回「救急
救命講習会」が開催されます。
②12/10(月)9:00～　「安全点
検ﾊﾟﾄﾛｰﾙ」を運輸支局・県ト
協の協力により実施予定。支
部会員14社を巡回訪問予定。

①11/11(日)・12(月)、佐渡方面へ
の視察研修会を実施します。
②11/29(木 )、16:30～三役会・役
員会が行われます。来年1月の新
春ｾﾐﾅｰ・新年互礼会他検討事項

が沢山あります。良い内容の企画を立
てていきたいと思います。

♪総務企画委員会 ♪陸災防委員会

◆社長も専務も会社を設立するまでは八百屋さ
んの仕事をしていた。これが今の青果物輸送に
つながっている。社長が23歳（昭和61年）のとき
4ﾄﾝの平ボデを100万円で購入。長野の市場か
ら群馬及び北関東への輸送を始めた。当時の”
師匠”に仕事を成功させる格言を貰った、という
のが標記の言葉。ﾄﾗｯｸを運転するのに、寝な
い・食べないは語弊があるがあくまでも仕事に
対する姿勢。これを実直に守った結果、28歳頃
出先の三浦半島で倒れ即入院。胃に穴が空い
て出血したとのこと。見かねて弟の信男氏が協
力。社長の健康回復後はﾂｰﾏﾝで仕事をこなし、
平成9年に会社設立。現在、前橋総合卸売市場
内に営業所を置き市場の仕事を主に青果・農産
物を県内ｽｰﾊﾟｰに、また県内・外の産地から京
浜・千葉などへ輸送している。

元は八百屋　 ”目が利く” のが売り
◆前述の通り社長も専務も前は八百屋勤務。産
地の農家では「野菜のことが良く分かっている」
と評判。利根沼田の生産組合には運賃をﾀﾞﾝﾋﾟﾝ
ｸﾞする業者が来るが「運賃だけではない」と断っ
てくれるとのこと。更に燃料の価格高騰にも理解
を示して黙っていても先方から運賃を上げてくれ
る。同時に下がったときは社長の方から下げる。
互いに信頼しあっている。感謝していますと社長。

”任せて安心” 丸昇運輸！

◆ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰさんは平均年齢40歳。昔から出入り
が少なく皆、気心が知れている。”任せて安心”
がｷｬｯﾁﾌﾚｰｽﾞ。下請けの更に下請け仕事でも
「次はいい仕事が来る」と
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皆が頑張っている、と
社長。★今、力を入れていることはと専務に聞
くと①ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの質の向上②販路拡大。更に事
業を拡大するためにこの つは重要な両輪とな
りますね。会社設立から 年。体調の他にも大
変だったことをお聞きしましたが、笠井社長は
「お客さん、協会、支部に”感謝”しています」と
謙虚だ。二人共通の趣味のﾊﾞｲｸ・ｼﾞｪｯﾄｽｷｰ。

「言われてみれば
最近ご無沙汰だが、
仕事の中での夢の
方が大きい」とお二
人。真剣に仕事に
向き合い一つの夢
を叶えるのは近い
ことと思います。

上は右が笠井社長

左が専務の信男氏

◆春・夏・秋・冬の交通安
全街頭指導を始め支部行
事にはいつも積極的に参
加戴いている笠井社長。

専務の信男氏と
一緒に会社を盛り立て、大
変仲の良いご兄弟に見え
ますが、昔は殴り合いの喧
嘩で市場内では有名だっ
たそうです。

弟さんで

①11/10(土)～秋の定期健康
診断。春に受診できなかった
方、年2回受診が必要な方。ご
利用下さい。
②11/26(月 )9:00～　「安全点
検ﾊﾟﾄﾛｰﾙ」を前橋労基署・県
ト協の協力を得て実施予定。

設立は平成10年。
　　運送業界は既に厳しい時代だった

◆当時軽油の全国平均価格はﾘｯﾀｰあたり80円前後。
税込みで68円位が当たり前だった時代から徐々に上
がり始め、それと反比例して運賃が安くなり始めた。
今は軽油が当時の倍価格で運賃は更に下がってい
る。利益が出るわけが無い。

。
★しかし顧客ニーズにど

う応えるかで存在の場は十分にある

人の品質を上げること、
　　　　　　　改善を考えることが重要

◆既存のやり方ではやっていけない。絶えず現状不
満足、改善・改良を社員や他業者の仲間と一緒に考
える。それを実践するには社員の質を上げなければ
ならない。★

。一緒に食事をして話すと、みんないい意
見を持っている。そんな意見を纏め得意先に提案し
ている。結果、それらが現場で採用され、有益な改善
提案として表彰状・感謝状を多数貰っている。上から
縛りつけたり威圧したら何も出てこない。●社員を大
切にして仲間になる。それでアイデアが沢山出てくる。

当社は自由に意見交換できる環境を
作っている

今出来ること。商売だけでなく、社会
にとって必要なことを大事にしたい

1例として・・・　当社の売りは ” ”営業力
◆食品問屋が当社の荷主だが、例えばこの荷主の
業務の中の営業部分を当社が代行する（新規開拓に
より問屋の顧客を増やした、或いは既存の顧客先で
扱い商品を増やした等）。これらが都度成功報酬とし
て運賃以外に支払われる。社内ではﾄﾞﾗｲﾊﾞｰに対し
てこの成功報酬部分を基本給にﾌﾟﾗｽしている。★先
に書いた通り、燃料価格は高止まり、運賃収益は減
少。また新免許制も影響し、ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの成り手がいな
いという時代でも、このやり方により2ﾄﾝ車の賃金相
場を上回る給料が稼げ、営業力を持った質の高いﾄﾞﾗ
ｲﾊﾞｰになっていく、という相乗効果を生み出している。
★多くの運送会社が”事故削減・身だし並を整え、ｷﾁ
ﾝと挨拶をする”という教育を掲げているが、敢てそん
なことは当たり前と言いたい。★当社ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの平均
年齢は35歳。家庭では最もお金が掛る時期だが、皆
活き活きとして仕事をしている。その姿を見ていると ”
会社は人力（じんりょく）だ”と心から思える。輸送の
品質は”安全・正確・確実”と言われるがその言葉か
らは”人”が見えてこない。人を活かすことが重要だ。

「そんな考えから新しい発想が生まれてくる」と福田
社長は言います。


